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身だしなみのプログラムは、写真などの具体的な例を用いることで、非常に理解しやすい内容になっていると感じました。

プログラムで身につけたことを日々意識し、継続して実践できる仕組みがあれば、さらに就労に向けた意識定着に繋がると感じまし

た。

連携先企業（担当者）  計画相談支援事業所　ネクストペンギン　　山元和哉

利用者からの意見・評価

【利用者様感想】

①自分が思っている以上に服装や身だしなみが相手に与える影響が大きいのだと知ることができた。（50代男性）

②意識するかしないかで全然違うんだと思った。（30代女性）

③服装をあまり意識してなかったので、次回からの面接から注意したい。（40代男性）

連携先の企業や事業所等の意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

ほまれの家茨木店 2714201593

大阪府茨木市春日1丁目5‐17 權田　華奈

072-620-6262 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞

活動場所：ほまれの家茨木店

実施日程：3月 14日（金）

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

①企業面接までの身だしなみ準備などの準備におけつ対応方法

②スーツスタイルとは、オフィスカジュアルとは

参加利用者数：10名

＜活動の様子＞

＜目的＞

就職時における身だしなみや常識を知ることにより、自身が一般

就労を目指すうえで意識しないといけないことを意識する。

＜成果＞

これまで就職活動時の服装に関しては個別に指導してきました

が、今回は研修の機会を通じて全体に基本的なマナーを共有でき

た点が非常に有意義でした。

また、服装だけでなく身だしなみ全般に関する意識づけも行った

ことで、普段から清潔感に気を配ろうとするメンバーも見受けら

れ、一定の成果が得られたと感じています。


